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つ な ぐ、あ らた な 明 日へ ～女性も男性もともに暮らしやすい社会を創る～

今年度は新型コロナウィルス感染防止のため、初のオンライン形式で開催します。

オンライン化は決して万能策ではありませんが、男女共同参画の歩みを止めることなく、

今見えてくることを共に考えていきたいと思います。

地域・世代・分野・組織を超えた出会いによって新しい学びが広がる場となりますよう、

みなさまのご参加をお待ちしています !
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私たちはジェンダー平等を
どこまで達成できたのか?
～世界から見たニッポン～

【講師】 林 陽子
弁護士、前国連女性差別撤廃委員会委員長
G7ジェンダー平等諮問委員会委員

1995年 に北京で開催された世界女性会議 (北京会議)は、各国に大きなイン
パクトを与え、男女平等施策を押し進める原動力となりました。また、今、新型
コロナウィルスによる世界的危機の中、健康で豊かで平和な社会構築のため
に、ジェンダー平等の実現がいっそう強く求められています。しかし、各国の

男女格差を測るジェンダー・ギャップ指数の日本の順位は下がり続け、昨年は

153か国中121位と最低記録を更新しました。「北京+25」 の今日に至るまで、
他の国々はいったいどのような取組をしてきたのでしょうか。また、日本がこれ

まで達成してきたこと、そしてこれからこの低迷を打破するために取り組むベ

きこととは何でしょうか。性差別の撲滅に向けて国内外で長年尽力してこられ

た林陽子氏にうかがいます。

開催期間中に「N¬WECホームページ」および「男女共同参画推進フォーラム(特設サイト)」を聞覧してください。

フォーム」からの参加申込が必要です。参加申込を行うと、(特設サイト)に口舛 ンできます。

参加申込受付期間令和2年 8月 27日 (本)9:00～ 9月 26日 (土)17:00

全国から募集した男女共同参画の活動に取り

組む団体・個人による発表、報告を行います。

「男女共同参画推進フォーラム(特設サイト)」の閲覧には、NWECホームページ掲載「参加申込 日
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傷ついている誰かを取り残さない
～ジェンダーに基づく暴力 (GBV)と たたかう現場からの提言～

女性に対する暴力防止が世界的なトピックとなったのも、北京会議でのことでした。その後、日本でも暴力防止に向けた意識啓発

や被害者支援に関わる法整備等が行われてきましたが、いまだに被害は後を絶ちません。現在では新型コロナウィルス感染症拡大

による生活環境や経済状況の変化等によって、新たに、あるいは、いよいよ深刻なDVや性暴力に晒される人々も出てきています。
こうした現況を踏まえつつ、このシンポジウムでは、暴力防止に向けて日々活動しておられる方々とともに、ジェンダーに基づく暴力

(Gender― Based Violence)を容認してきた社会を変えていくために、私たちが取るべきアクションについて考えていきます。

コーディネーター

小島 慶子
エッセイスト、タレント

東京大学大学院情報学環客員研究員

北仲 千里
NPO法人全国女性シェルターネット共同代表

NPO法人性暴力被害者サポートひろしま代表理事

広島大学ノヽラスメント相談室/准教授

多賀 太
一般社団法人ホワイトリボンキャンペーン・ジャバン共同代表

関西大学文学部教授

山本 潤
一般社団法人Sprlng代表理事

SANE(性 暴力被害者支援看護師)

●主なスケジュール

※プログラムは主催者の都合により変更・中止することがあります。最新情報は、NⅥ電 Cホームページでお知らせします。

■主催/お問い合わせ

独立行政法人 燿痣咆0493-62-6724

MM progdiv@nwec.jp

赳藤https://www.nwec.jp
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